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　現在の 九 州 で は，チ ク ゴ イ ズ ミ，シ ロ ガ ネ コ ム ギ お よ

び 農林 61 号な ど秋播性程度 1 〜 ［ の 品種 が 作付け さ れ

て い る．こ れ ら の 品種は暖冬年の 場合，茎立期が 早 ま る

こ とで 幼穂凍死型 の 凍霜害を受け る 可能性が 高く，ま た，

分げつ 期間 の 短縮 に よ る 穂数不足等，収量性 の 不安定要

因 を抱 え て い る．そ の 解決策の 1 つ と して，藤田 （1997）

は 低温要求性 を大 きくす る
一

方，そ れ 以 外 の 出穂特性 を

遺伝的 に 改良し た コ ム ギ系統を作出 し，そ の 後代系統と

し て 茎立期が 遅 い 秋播型早生品種 「イ ワ イ ノ ダ イ チ （秋

播性程度 IV）」 が 育成 され た．

　イ ワ イ ノ ダ イ チ は 11 月下 旬播種の 慣行栽培に加え，

収穫期 を早め て 雨害回 避 を目的 と し た 11月 ヒ句播種の

早播 き栽培 が 提案 され て い る．そ の 実用化 に 向け て ， 現

在九州各県農業試験場を中心 に検討が 行 わ れ て い る．

　九州農業試験場 で は 早播 き適応性 の 秋播型早生品種 の

さらな る 育成 を進 め て い る が ， 早播 き栽培条件 で 生育 ・

収量 お よ び 品質特性 を適切 に 評価 ・選抜す る た め に は
，

こ れ らの 特性 に大 きく影響す る窒素追肥時期を明 らか に

して お く必要がある．

　そ こ で
， 秋播型早生 品種 で あ る イ ワ イノ ダイチ を早播

き栽培 し，各 生 育期 に 施用 した 追肥窒素が生育お よ び収

量特性 に ど の よ うな影響 を及 ぼ す か に つ い て 検討 し た の

で 報告す る．

畦幅 70cm ，播幅 20cm の 畦立条播と し，播種量 は 150 粒

／  ，1 区面積 は 4．9  で ，2 反復と した ．施肥 量 は基 肥

と して，N ，　P，05お よ び KzO を各 0．5kg／a 施用 し ， 追肥

は各処理 時期 （試験 区）とも N の み を 0．5kg／a の 1 回 施

用 と し た．追肥 は 分げつ 期の 1月 5 日か ら出穂後約 2週

間 に相当す る 4 月 17 日 の 間で ，6 〜 14 日間 隔 の 10回 と

し た．また，茎数 の 推移等 の 調査お よ び追肥区との 特性

比較の た め，無追 肥 区 （基肥 σ）み）を設けた．

　  当た り茎数は 無追肥区で定期的に 調査 した．各追肥

区 の 葉齢等 の 生育 に つ い て は，中庸 な 5 株 を抜 き取 り，

主茎 （稈）を対象に調査 した．また，穂 関連形質お よ び

節間長 に つ い て は ， 中庸な ／0株の最長稈 を対象に 調査

した．さらに ， 茎立期 ， 出穂期，成熟期 ， 倒伏程度 ， 穂

数 ， 収量 お よび千粒重 に つ い て は ， そ れ ぞ れ所定の 方法

（農業研究 セ ン タ
ー
　 1986） に よ り調査 した．

　　　　　　　　　　結　　果

1 ．無追肥区 に おける茎数 の 推移および 穂数

　無追肥区における   当 た り茎数 は，チク ゴ イズ ミ が 1

月上 旬 に
， イ ワ イノ ダ イチ は 1 月下旬 に 最 も多 くなっ た

（第 1 図）．また ，生 育全般を通 じて イ ワ イノ ダイチ の 方

が多く，両品種間で 茎 数 の 推移 は大 きく異な っ た．穂数

につ い て は ほ ぼ 同程度 で あ っ た．

　　　　　　　　 材料 お よび方法

　試 験 は 1999 年 （播 種 年）に 九 州 農 業 試 験 場 （福 岡県

筑後市）で 行 っ た．

　供試材料 は イ ワ イ ノ ダイチ （秋播性程度 IV）お よ び参

考と して チ ク ゴ イ ズ ミ （同 1 〜1 ＞を 用 い た ．播種期 は

慣行栽培 よ り約 2 週 間早 い 11 月 8 日 と し た．播 種方 法 は，

2．主茎 （稈）の 生育

　追 肥 区 に お い て ，追 肥 日 に 調査 した 主 茎 （稈） の 葉齢，

幼穂分化程度 ， 幼穂長 お よ び 稈長 の 生育を第 1 表に示 し

た．葉齢 の 進展 は イ ワ イ ノ ダ イチ が 早 く， 最終主稈葉数

は 約 1 枚多か っ た．幼穂分化 の 開始 は チ ク ゴ イズ ミが 早

く，分 化程 度 X に 達 す る 時期 も約 1 週 間早 か っ た．幼穂
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長 は止葉展開期 の 3 月 14R まで は チ ク ゴ イズ ミが ，そ の

後 は イ ワ イ ノ ダイチ が 長 か っ た．稈長 は各生 育期と もチ

ク ゴ イ ズ ミ が 長 か っ た ．
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第 1 図　無追肥区の   当た り茎数の 推移お よび穂数

　 　 注 ｝12／14は苗 立 数を，4／13および 5／12は穂 数 を示 した

　　 一●一：仰イノダイチ　・か ．チクコ

’
イズミ ↓：蔓立期 　　↓：出穂期

3．茎立期 ， 出 穂期 お よ び成熟期

　茎立期，出穂期お よ び成熟期 とも，第 2図 A および B

に示す よ うに各期の 追肥 に よ っ て ほ とん ど変化しなか っ

た ．茎 立期 か ら出穂期 まで の H 数 は ， チ ク ゴ イズ ミ が 約

10 日長 か っ た．

4．稈長 ， 節間長お よび倒伏程度

　稈長 （第 3 図 A お よび B）は，イ ワ イ ノ ダ イチは 分げ

つ 期 の 1月 18 目〜 2月 2 日 追肥 で わ ず か に ，チ ク ゴ イ

ズ ミは 分げ つ 期 〜茎立期 直後 の 1月 5 円
〜 2 月 10 日追

肥 で 明 らか に 長 くな っ た．節問長 は 両品種 と も分げつ 期

の 追肥 に よ り第 皿〜第 V［の 下位節聞が 伸 び て い た が，第

1 ・第 H の L位節間 は各期 の 追肥 に よ りほ と ん ど変化 し

なか っ た．

　成熟期 の 倒伏程度 （第 4 図）は，イワ イノ ダイチは茎

立期前後の 2 月 10 円〜2 月 23 日追肥 で ，チ ク ゴ イ ズ ミ

は 分げつ 期
〜

茎 立 期後 の 1 月 5 日
〜 2 月 16 日追肥 で 増

大 した ．

　両品種の 倒伏程度と節間長 との 相関を調べ た と こ ろ ，

第 2 表 に 示す ように イ ワ イ ノ ダ イチ は倒伏程度 と上 位節

間長 と の 問 に，チ ク ゴ イ ズ ミは 倒伏程度と稈長お よ び ド

位節間 長 との 間 に そ れ ぞ れ 1％ 水準 で 有意な 正 の 柑 関が

み られ た．
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第 2 図　追肥 時 期 の 違 い が茎 立期 ， 出穂期 および 成 熟期 に

　　　 及 ぼす 影響

第 1表　主茎 （稈）の 葉齢，幼 穂分 化程 度 ，幼 穂 長お よび 稈 長

調査

月 日
／ll／

葉 齢 幼穂分化程度
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注 1 ） 調査 月 口は，追肥 目 と 同
一

凵 と し た．
注 2） 稲村 ら （1956＞に よ る．
注 3 ） 1 月 5 目の 幼穂 分 化 程度 お よ び幼穂長 は ユ月／3日 の 測定値
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第 3 図　追肥 時期 の 違 い が 節間長 に 及ぼす 影響
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第 4 図 　追肥 時期の 違い が 倒 伏 程度 に 及 ぼ す影 響
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　なお，両品種とも収量 に影響する ほ どの 倒伏は み られ

なか っ た．

5 ．収量お よ び収量構成要素

　収量 （第 5 図）は，イ ワ イ ノ ダイチ は茎立期直後〜止

葉展開期の 2 月 23 目〜3 月 14 日追肥 で，チ ク ゴ イ ズ ミ

は分げつ 期〜茎立期直後 の 1 月 5 日〜2 月 10 日追肥 で

多 くな っ た．ま た，両品種 と も出穂期以 降 の 追肥区 で少

な か っ た ．

　穂数 （第6 図）は，イ ワ イ ノ ダ イ チ は 分げつ 期の 1 月

18 日
〜2 月 2H 追肥 で ，チ ク ゴ イ ズ ミ は 分げつ 期

〜茎 立

期直後 の 1 月 5 囗〜 2 月 ／0 日追肥 で多くな っ た．

　1穂当た り粒数（第7 図〉は，イ ワ イ ノ ダ イ チ は 止葉展

開期 の 3月 14 日追肥 で，チ ク ゴ イ ズ ミは 節間伸長期
〜止

葉展開期 の 3 月 1 日〜 3 月 14 日追肥 で多 くな っ た．ま た，

イ ワ イ ノ ダ イ チ は 分げつ 終期〜茎立期直前の 2 月 2 日〜

2 月 16 口追肥で 少 なか っ た．

　 1穂当 た り全小穂数（第 8 図）は，両品種 と も追肥時期

に よ る 変化 は ほ と ん どみ ら れ なか っ た ．イ ワ イ ノ ダ イ チ

は 追肥時期に関係 な くチ ク ゴ イズ ミ よ り約 3 小穂多か っ

た．

　第 9 図 に 1 穂当 た り小穂稔実率 を算出 し て 示 した ．イ

ワ イ ノ ダイチ は 茎 立 期直後〜止葉展 開期 の 2 月 23 日〜

3 月 14 日追肥 で ，チ ク ゴ イズ ミ は節間伸長期〜止葉展開

期 の 3 月 1 日〜 3 月 14 日追肥 で 高か っ た．

　千粒重 （第 10図）は ， 両品種 とも出穂期以降 の 追肥 で

増大 した ．特 に チ ク ゴ イズ ミ は出穂期前 の 追肥 に 比べ て

約 3g 増大 し た．

　両晶種 の 収量 と収量構成要素 との 相関を調べ たとこ ろ，

第 3 表 に示す よ うに イ ワ イ ノ ダイチは 収量 と 1穂当 た り

小穂稔実率 との 間 に ，チ ク ゴ イズ ミ は 収量 と穂数 と の 問

に それ ぞれ 5％水準 で 有意な正 の 相関が み られた．また，

収量と千粒重 と の 間に，イ ワ イノ ダイチ は 5％水準 で ，

チ ク ゴ イ ズ ミ は 1％ 水準 で それぞ れ 有意な負 の 相関が み

られ た ．

第 2表　両品種 に お け る倒伏程度
m ）

と 節間長 との 相関

長

戯

稈

¢

上 位節間長
幽
　　上 位節問長

渕

　 （crn ）　 　 　 （cm ）

第 3表 　両 品種 に お ける 10a当 た り収 量 と収 量構 成要 素 との

　　　 相関

イ ワ ノ ダ イチ 　 　 O．480ns
チ ク ゴ イ ズ ミ 　 　 0，902 聯

0．788 ＊ ＊

0．626ns
0．060nsO
．886＊＊

注 1＞ 倒伏 程 度 は 0 （無）〜5 （甚 ）の 間で O．5 刻 み の 10段 階

　 　 　で 評 価 した

注 2）第 工お よび第 II節間長 の 合 計
注 3）第 皿【，第 W ，第 V お よ び 第 W 節 間 長 の 合 計

注 4） ＊ ，＊ ＊ はそ れ ぞれ 5％，1％ 水準で 有意 で あ る こ と

　　　を，ns は有意 で な い こ とを示す

穂 数

（Jit　fm ！

）

小穂稔実荊
削

（1穂当齣 、％〕

1穂粒数

（粒 ／穂 ）

千獄重

　（9）

イワイノ ダイチ 0．408nsQ ．662＊ 0．56ns 一
〇．735＊

チ クゴ イズミ 0．7ユ5＊ 0．440nsO ．117ns 一
〇，921＊ ＊

注 1 ）小穂稔実率＝1穂当た り稔実小穂数／ 1穂 当たり全小穂数 ×

　 　 100

注 2 ） ＊ ，＊ ＊ は それ ぞれ 5 ％，1％ 水 準 で 有 意で あ る こ と

　 　 を，ns は有 意で ない こ とを示 す
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　　　　　　　　　　 考 　　察

　両品種 とも， 追肥 に よ っ て 茎立期 ， 出穂期お よ び成熟

期 は ほ とん ど変化 しなか っ た．こ れ は，茎立期 や 出穂期

が 低温要求性，純粋 早 晩性 お よ び 感光性 な ど の 遺伝 的 要

因に よ っ て 決定 さ れ る た め と解釈 さ れ た．成熟期 に つ い

て は出穂期前 1 カ 月以降 の 追肥 に よ っ て 1 〜3 日遅 くな

る （江 口 ら　 1969） こ とが 予 想 され た が ，本 試験 で は 成

熟期の 遅 れ は認め られ な か っ た ，こ の 原 因 は ， 成熟直前

の 最高気温が 5 月 23 日 に 29．3℃，5 月 24 日 に 30．6℃，

5 月 25 日 に 35．4℃ と，5 月下 旬 と して は 異 常 な 高温 が

続 い て一斉 に成熟 した た め と推察 され た．な お，
’
ド年的

に は数 R遅 れ る と考えられ る．

　イ ワ イ ノ ダ イ チ は倒伏程度 と上位節間長 との 間 に，チ

ク ゴ イ ズ ミは 倒 伏 程 度 と稈 長 お よ び 下位節 間長 との 間に

そ れ ぞ れ 1％水準で有意 な 正 の 相関が み られ た．イワ イ

ノ ダ イチ は わずか で はある が 茎立期前後の 追肥 に よ る E

位 節 間 の 伸 長 が ，チ ク ゴ イ ズ ミは 分げつ 期〜茎 立 期直後

の 追肥 に よる 稈 お よび
．
F位節問の 伸長が倒伏 の

一
因で あ

る こ とが 示 され た．

　 イ ワ イ ノ ダ イ チ は収 量 と 1 檍当 た り小穂稔実率 との 問
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に 5％水準で有意 な 正 の相関が み られ，1穂当た り小穂稔

実 率が 高 い 区 ほ ど収 量 が多か っ た．チ ク ゴ イ ズ ミ は収 量

と穂数 との 間 に 5％水準 で 有意 な正 の 相関がみ られ，穂

数が多い 区ほ ど収量 が多か っ た．こ の こ と か ら，イ ワ イ

ノ ダ イ チ は 1 穂当 た り小 穂 稔実率の 向上 が ，チ ク ゴ イ ズ

ミ は 穂数の 増加が 増収に結 び つ くと考え られ る．

　なお ，収量 と千粒重 との 問 に，イ ワ イ ノ ダ イ チ は 5％

水準 で，チ ク ゴ イ ズ ミ は 1％水準で そ れ ぞ れ有意 な負の

相関が み られ た．こ れ は，収量 が 少 なか っ た 出穂期以 降

の 追肥区で ，千粒重 が 増大 した こ との 影響を受けた た め

だと考え られ る．

　以上 の こ とか ら， 早播き栽培に よ っ て早播き適応性を

も っ た秋播型早生品種 の 選抜 を行 うた め に は，主 と して

生 育特性 に大 きく影響 を及 ぼ す分 げ つ 期追肥 に 比 べ ，収

量特性 に 大 きく影響を及 ぼ す止葉展開期前後の 追肥 が 重

要だ と考 えられる．

チ ク ゴ イ ズ ミ は倒伏程度 と稈長お よ び 下位節間長 との

間に そ れ ぞ れ 1％ 水準 で 有意な正 の 相 関が み られ た．

　イワ イ ノ ダイチはわずかで はあ るが茎立期前後 の 追肥

に よる 上 位節問 の 伸長が，チク ゴ イズ ミ は分げつ 期
〜

茎 立 期直後 の 追肥 に よ る 稈 お よ び 下位節問の 伸長が倒

伏 の
一

因で あ る こ とが示 された．

2 ．イ ワ イ ノ ダ イチ は 収量 と 1 穂当 た り小穂稔実率 との

問 に，チ ク ゴ イ ズ ミ は 収量 と 穂数 と の 間 に それぞれ

5％水準 で 有意な正 の 相関がみ られた．イワ イ ノ ダイチ

　は 1穂 当た り小穂稔実率 の 向上 が，チ クゴ イ ズ ミ は穂

数 の 増加 が 増収 に結 び つ くと考 え ら れ る．

3 ．収量 に大 きく影響を及 ぼ す窒素追肥時期は而品種問

で異な り，早播 き栽培 に よ っ て 早播 き適応性 を もっ た

秋 播 型 早 生 品 種 の 収 量 性 の 選抜 を行 うた め に は
，

1穂

　当た り小穂稔実率 が向上 す る 止葉展 開期前後の 追肥が

重要だと考え られ る．

　　　　　　　　　 摘 　　要

　イ ワ イ ノ ダ イチ （秋播性程度 W ） と チ ク ゴ イ ズ ミ （秋

播性程度 1 〜 H ）を早播 き栽培 し，各生育期 の 追肥窒素

が 生 育 お よ び 収量 特性 に 及 ぼ す影響 に つ い て 検討し ， 以

下 の 結果 を得 た ．

1 。イ ワ イ ノ ダ イ チ は倒伏程度と ヒ位節間長 との 問 に，
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